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う
。
か
つ
て
寺
子
屋
が
あ

り
、
村
の
教
育
の
原
点
と

い
え
る
現
地
に
建
て
ら
れ

る
こ
と
も
感
慨
深
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
無
事
故

・
無

災
害
を
願
う
と
と
も
に
、

「早
く
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
み
た
い
」
と
、
来
春

の
開
所
に
期
待
を
寄
せ
て

い
た
。

■
９
７
６
年
に
建
築
し

た
旧
舎
の
老
朽
化
が
進
ん

だ
た
め
、
村
は
改
築
計
画

ル
ー
プ
の
２
０
■
２
年
度

安
全
大
会
は
こ
の
ほ
ど
い

飯
田
市
小
伝
馬
町
の
飯
田

創
造
館
で
開
い
た
。
グ
ル

ー
プ
を
は
じ
め
協
力
会
社

の
社
員
ら
約
■
２
０
人
が

参
加
し
。
飯
田
労
働
基
準

監
督
署
管
内
に
お
け
る
今

年
度
の
労
働
災
害
発
生
状

況
や
、
過
去
に
発
生
し
た

労
災
事
例
な
ど
を
学
び
、

労
災
ゼ
ロ
に
向
け
気
持
ち

を
新
た
に
し
た
。

松
川
口
■
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ

（寺
澤
仁
会
長
）
の
第

２
■
２
９
例
会
は
２‐
日
午

後
０
時
半
か
ら
、
松
川
町

の
同
商
工
会
館
で
開
ぐ
「

内
容
は
ず
タ
ラ
ブ
フ
ォ
ー

ラ
ム

「今
期
の
反
省
‰

水引を使 った花作 り|

山
岳
班
の
第
８
回
同
期

会
を
５
月
２７
日
、
松
川
町

清
流
苑
に
て
開
催
、
翌
２８

日
に
は
高
森
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
オ
プ
シ
ョ
ン
の

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
行
い
ま

し
た
。
　
　
　
一

同
期
会
に
は
山
岳
班
員

７
人

（関
東
か
ら
５
人
、

関
西
か
ら
２
人
）
、在
郷
７

人
の
計
１４
人
の
出
席
を
得

て
、
幹
事
か
ら

「山
岳
班

に
在
籍
し
た
同
期

・
丸
山

君
、
北
原
君
、
村
沢

全
ロ

川
）
君

の
御

霊

に
黙

と

う
」
の
後
、
福
澤
班
長
の

乾
杯
音
頭
で
開
会
い
た
し

ま
し
た
。

顧
間
の
鋤
柄
先
生
は
や

む
な
く
欠
席
と
な

っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
８
回
目

の
開
催
に
し
て
初
め
て
田

口
成
光
君
の
出
席
で
山
岳

班
員
７
人
全
員
が
揃
い
踏

み
で
き
た
こ
と
を
喜
び
、

ま
た
、在
郷
の
友
（
平
松
和

純
君
と
吉
川
正
晃
君
）
が

新
た
に
参
加
し
て
く
れ
た

こ
と
に
感
謝
し
、
こ
こ
に

出
席
で
き
た
喜
び
を
分
か

ち
合
い
、
各
自
近
況
を
報

告
し
い心
行
く
ま
で
談
笑
、

２
時
間
も
ほ
ん
の
数
分
に

感
じ
る
ほ
ど
で
し
た
。

幹
事
の

「部
屋
に
帰
っ

て
飲
み
直
し
ま
し
よ
う
」

と
の
締
め
の
言
葉
で
解

散
、
部
屋
に
帰
っ
て
■
時

過
ぎ
ま
で
話
し
続
け
る
者

数
人
、
他
の
部
屋
か
ら
わ

ず
ら
い
の
声
が
掛
か
る
ほ

ど
エ
キ
サ
イ
ト
し
、
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
も
な
ん
の
そ

の
、
時
間
を
忘
れ
て
話
し

込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
山
仲
間
は
飯

□
邑
秋
を
昭
和
３７
年
に
卒

業
（
そ
の
時
在
籍
し
て
い

た
班
員
は
１０
人

（う
ち
２

人
は
彼
の
世
へ
）
、毎
年

一

度
伊
那
谷
の
地
で
集
ま
ろ

う
と
決
め
、
時
期
に
つ
い

て
は
毎
年
同
時
期
開
催
が

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
決
め
や

す
い
と
の
意
見
で
、

５
月

最
後
の
日
曜
日
が
同
期

会
、
翌
月
曜
が
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
と
す
る
こ
と
に
し
て

か
ら
今
年
で
８
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

そ
の
間
に
顧
間
の
鋤
柄

先
生

の
出
席
を
お
願

い

し
、
ゴ
ル
フ
で
は
大
島
先

生
の
出
席
を
お
願
い
し
、

高
校
時
代
は
山
仲
間
で
は

な
か

っ
た
が
今
は
こ
よ
な

く
山
を
愛
し
、
山
歩
き
に

余
念
の
な
い
人
、
山
岳
班

員
と
当
時
か
ら
仲
が
良
か

っ
た
人
、

機
会
あ
れ
ば
同

期
生
と
語
り
合
い
た
い
人

た
ち
１０
余
人
が
毎
回
集
ま

つ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
も

う
全
員
が
山
岳
班
員
で
す
。

ま
た
、
翌
日
の
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
に
は
先
生
と
在
郷

同
期
の
協
力
参
加
７
人
を

得
て
、

１０
人
で
楽
し
い

一

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

大
島

（宮
坂
）
明
先
生

に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
途
中
ち
ょ
っ
と
中
断

が
あ

っ
た
も
の
の
、
気
持

ち
の
よ
い
ゴ
ル
フ
日
和
の

中
、
ゴ
ル
フ
を
心
行
く
ま

で
堪
能
い
た
し
ま
し
た
。

ラ
ウ
ン
ド
後
は
反
省
会

と
ゴ
ル
フ
談
義
を
し
、
次

回
の
再
会
を
約
束
し
解

散
、
今
年
も
全
て
の
日
程

を
無
事
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

本
会
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
在
郷
の
３７
会
の

皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
班

員

一
同
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
次
回
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

金
鋪

磁

認

【出
席
者
（
敬
称
略
》

蒲
祐
正
、
北
原
保
二
、
北

林
明
、
田
口
成
光
、
竹
村

昭
夫
、
筒
井
基
安
、
平
松

和
純
、
西
村
将
伸
、
福
澤

正
支
、
牧
野

〓
九
、
馬
淵

洸
、
森

正
生
、
矢

澤

英

峰
、
吉
川
正
晃

【ゴ
ル
フ

出
席
者

（同
）
大
島
明
先
　
基
安
、
中
谷
勝
好
、

生
、
蒲
祐

正
、
北

原
保

克
彦
、
福
澤
正
支
い

二
、
木
村
美
智
子
、
筒
井
　
洸
、
吉
川
正
晃

班
員
以
外
の
仲
間
も
加
え
て

露梗

安全性能最高賞 受賞 (

選ぶのは、乗るのは、あなたです

な マ 市 日 の ク△ tハ で rH日 値 ブ∠ゝ  口口 1  ^ 」峰 ―  明  _日府 詢 ]|


